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　本書は『臨床外科』誌に連載され
好評だった「外科の常識・非常識 : 

人に聞けない素朴な疑問」に，番外
編として 12の設問を加えて 1冊に
まとめたものである．精選された設
問と適切な解答のおかげで，小冊子
ながら大変内容の濃い興味深い本に
仕上がっている．内容に引かれて，
しっかりと初めから終わりまで読ま
されるほど面白かった．
　本書の第 1の特色は執筆者が 2名
の例外（昭和 38年卒 1名と病理医 1

名）を除いて平成 14年から昭和 44

年の間の卒業で，いずれも若く第一
線で活躍している現役の外科医だと
いうことである．彼らが各設問に関
する文献をよく調べて解答してくれ
ているので，期せずして文献的知識
を豊富にすることができる．
　第 2の特色は何といっても設問の
選び方であろう．12の Chapterに
3～5の設問が合計 50．その内容
は，くすり，ドレーン，CT検査，
虫垂切除，胆囊摘出，胃腸吻合，が
ん手術，術前管理，術後管理，開
胸・開腹，憩室・肛門，傷・爪・鼠
径の 12章から成る．設問の 2～3を
紹介すると，「胃腸手術後のドレー
ンは必要か」「虫垂切除で断端埋没

は必要か」「手術後のガーゼ交換は
必要か」等々，筆者の世代では常識
であった処置に対する疑問ばかりで
あるが，それらに対して親切に文献
的考察に基づいた解答が提示されて
いる．“昔の常識は今の非常識”とい
われるように，昔こうすべしであっ
た処置のほとんどが，今ではほとん
ど必要でなくなった．血管だって結
紮せずに切離できる時代である．本
書で選ばれたかつての常識 50のほ
とんどが，現在の非常識となりつつ
あることがよくわかる．
　本書では文献的考察が詳しく行わ
れているので，常識から非常識への
変遷の歴史を知ることができる．読
者は結果のみでなく，その経過をよ
くたどってみる必要があるだろう．
器機吻合，腹腔鏡手術などの新技術
の導入が新しいエビデンスを生み常
識を変えた．RCTによる証明は，
残念ながらほとんど欧米製である．
将来，現在の常識が再び常識ではな
くなる可能性がある．執筆者の 1人
が述べているように，まず先輩の医
療行為（今の常識）を必死で“まね”
ることが大切であり，一通りの型が
できあがった後は，一生にわたって
クリティカルに“問い”を発し続ける

ことが必要である．これを healthy 

skepticismと呼ぶ人もいるが，
healthyであることが大切である．
この姿勢が科学の進歩を生み新しい
常識を作ることになろう．本書はそ
んなことまで考えさせられる本であ
る．
　第 3の特色は 12の番外編で，「ピ
ロリ菌は悪者か」「医師の教育はこ
れでよいのか」「外科医は常識が欠
落しているか」等々のさまざまな医
療問題に関するトピックスが取り上
げられ，エッセイ風に意見が述べら
れている．登場するエッセイストは
執筆者の中の長老組であるが，特に
しばしば登場する 38年卒の朔先生
のエッセイが素晴らしい．筆者と同
年代ゆえに共感するところが多いの
かもしれないが，若手現役とは一味
違う完熟した一世代前（失礼 ?! ）の
外科医の意見も“温故知新”として
かみしめて欲しいと思う．
　本書は小冊子ながら，そのサイズ
以上の内容を含んだ本であり，若い
外科医，指導医の外科的教養の書と
して推薦したい．
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